
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４章 

幼保連携型認定こども園 

教育・保育要領を踏まえた 

就学前教育の充実 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



幼保連携型認定こども園教育・保育要領 第１章総則では、幼保連携型認定こども園

の「全体的な計画」の作成について示されています。全体的な計画は、保育所保育指

針における保育課程、幼稚園教育要領における教育課程に当たります。 

また、全体的な計画の作成に当たっては、園児一人一人にとって園生活がよりよい

ものとなるよう、園や地域等の人的・物的な環境の条件等を踏まえるとともに、それ

らを十分に生かして創意工夫をすることが求められています。 

なお、第２章においては、０～２歳児の保育・教育課程について、保育所の生活（お

よそ午前７時から午後７時頃までの保育時間）を想定して作成しています。３～５歳

児の保育・教育課程については、幼稚園の生活（およそ午前９時から午後２時頃まで

の保育時間）を想定して作成しています。 

本章においては、平成２３年３月に公表した就学前教育カリキュラムで示していな

かった幼稚園及び幼保連携型認定こども園に在籍する３～５歳児の教育活動後（およ

そ午後２時以降）の保育について、指導計画例を作成しました。 

（２）一日の生活の連続性及びリズムの多様性に配慮した教育及び保育の工夫 

幼保連携型認定こども園教育・保育要領 第１章総則では、幼保連携型認定こども園

として特に配慮する事項として、「一日の生活の連続性及びリズムの多様性に配慮す

るとともに、保護者の生活形態を反映した園児の在園時間の長短、入園時期や登園日

数の違いを踏まえ、園児一人一人の状況に応じ、教育及び保育の内容やその展開につ

いて工夫をすること。特に、入園及び年度当初においては、家庭との連携の下、園児

一人一人の生活の仕方やリズムに十分に配慮して一日の自然な生活の流れをつくり出

していくようにすること。」が示されています。 

本章では、教育活動後に保育を受ける子供について、「毎日、教育活動後も保育を

受ける『長時間保育』の子供」と、「時々、教育活動後も保育を受ける『預かり保育』

の子供」を想定しています。 

また、３歳児４月当初の様々な集団生活経験の違いには、特別な配慮が必要である

と考えました。 

１ 一日の生活の連続性及びリズムの多様性への配慮 

（１）全体的な計画の作成 

116



  
 

（３）構成 

（１）及び（２）を踏まえて、次の構成で指導計画例を作成しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在、幼稚園においても、幼保連携型認定こども園においても、長時間保育や預か

り保育、延長保育等のニーズが高まっています。本章で示した指導計画例は、幼保連

携型認定こども園に限らず、全ての就学前教育施設において、指導計画等を立てる際

の参考にできるように作成しました。 

   ただし、実際に各園で指導計画等を作成する際は、園児の心身の発達の実態、園の

実態、家庭及び地域の実態等に即応した適切な指導計画を作成するために、全職員が

協力し、創意工夫をすることが必要です。 

 

 

 

 

 

構 成 

 

○ 教育活動後の年間指導計画例（期ごと） ・・・・・・・・・・・ 119 ページ～

※ 「長時間保育」と「預かり保育」について作成した。 

 ・ ３歳児Ⅰ期～Ⅴ期 （Ⅰ期のみ、４月当初の指導計画例を四つの異なる集団生活経験ごとに作成した。） 

            ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 120～129 ページ 

・ ４歳児Ⅰ期～Ⅴ期 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 130～139 ページ 

 ・ ５歳児Ⅰ期～Ⅴ期 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 140～149 ページ 

○ 教育活動後の指導計画例（日ごと） ・・・・・・・・・・・・・ 150 ページ～

 ・ ４月～５月 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 152・153 ページ 

・ ６月～１２月（７月～８月を除く） ・・・・・・・・・ 154・155 ページ 

 ・ １月～３月 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 156・157 ページ 

 ・ 長期休業期間中（７月～８月） ・・・・・・・・・・・ 158～161 ページ 

・ 運動会前の時期 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 162・163 ページ 
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【用語の説明】 

本章では、幼保連携型認定こども園教育・保育要領及び同解説で使用されている用 

語を、次のように言い換えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【設定の説明】 

   本章における指導計画例は、以下のような園の状況を想定し、作成しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「教育課程に係る教育時間の教育活動」 

→ 教育活動 

 

○ 「地域の実態や保護者の要請により教育を行う標準的な時間の終了後等に希望す

る者を対象に一時預かり事業などとして行う活動」 

→ 預かり保育 

 

○ 「保育を必要とする子どもに該当する園児の保育」 

→ 長時間保育 

 

○ 教育活動後の年間指導計画例（期ごと）⇒ 119 ページ～149 ページ 

 
・ ０歳児から５歳児までが在籍する幼保連携型認定こども園 
・ 教育課程に係る保育については、３年保育 
・ 教育活動終了後の保育の状況 … 午前９時～午後２時までの教育活動の後、「預か

り保育」と「長時間保育」を別プログラムにて実施 
・ 異年齢（３～５歳児）混合保育 
 

 

○ 教育活動後の指導計画例（日ごと）⇒ 150 ページ～163 ページ 

 
・ ０歳児から５歳児までが在籍する幼保連携型認定こども園 

・ 教育課程に係る保育については、３年保育 
・ 教育活動終了後の保育の状況 … 午前９時～午後２時までの教育活動の後、「預か

り保育」と「長時間保育」を同プログラムにて実施 
・ 異年齢（３～５歳児）混合保育 
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◇
環
境
構
成

◆ 教育活動の様⼦など幼児の⼀⽇の過ごし⽅に配慮しつつ、幼児の気持ちに寄り添いながら

所に⽬印を付けたり、遊具や⽤具の場所に表⽰を付けたりするなど、環境を⼯夫する。（絵
や写真を利⽤した表⽰をするなど） 

◆ 天候や幼児の興味・関⼼に応じて⼾外、室内の遊びが並⾏して⾏えるように環境設定をす
る。

◇ 保育室を明るく、家庭的な雰囲気に整え、
新しい⽣活環境に安⼼感をもてるようにす
る。 

◇ ござやつい⽴てを利⽤したコーナー設定
を⾏い、リラックスできたり、⼀⼈で過ごせ
たりする空間を作っていく。安全に配慮して
整備する。 

◇ ゆったりと安⼼して過ごせるように、慣れ
親しんでいる遊具、⽤具を⽤意する。 

◇ 降園⾝⽀度の仕⽅が分かるように、⼿順を
視覚的に⽰したり、⼀⼈⼀⼈のペースに合わ
せた時間を確保したりする。

◇ ゆったりと過ごせるコーナーや友達と⼀
緒に遊べるコーナーを設定する。 

◇ 幼児と共に⽣活の場を作っていくことを
⼤切にし、その過程を通して 5 歳児になっ
た充実感がもてるようにする。 

◇ ⽣活の流れを幼児と確認しながら、変わ
ったところは丁寧に指導していく。⽣活の
流れや時間については⾃分で気付き⾏動で
きるように、決まった時間ややり⽅を知ら
せる。 

◇ 伸び伸びと安定した気持ちで⽣活できる
ように、⼀⼈⼀⼈の気持ちを受け⽌め、ゆ
とりをもてる時間を設定する。 

◇ 午睡の場所を決め、安⼼して休息できる
ようにする。

● 自分の居場所を見付け、安心して過ごせる

場所であることを知り、安心して過ごす。 

● 生活や遊びの中にきまりがあることを知り、

守ろうとする。 

● 遊具や場の使い方を知り、安心して遊ぶこと

を楽しむ。 

● 預かり保育室で、気に入った遊具や遊びを見

付けて、やりたい遊びを十分に楽しむ。 

● どんな遊びができるかが分かり、楽しみにす

る。 

● 友達や保育者に分かるように、自分の思い

や気持ちを伝えようとする。 

● 友達の思いを聞こうとしたり、友達が行ってい

ることに気付いたりする。 

● 預かり保育担当の保育者に親しみをもち、一

緒に遊んだり、困っていることを伝えたりする。 

５歳児 Ⅰ期（４⽉〜５⽉）

ね
ら
い 

◎ 生活の流れや仕方が分かり、安心して過ご

す。 

◎ 自分の好きな遊びや興味・関心をもった事柄

を見付けてかかわり、楽しむ。 

◎ 保育者や友達とゆったりとしたかかわりを楽

しむ。 

預かり保育 

内
容
・
活
動
等

● 生活の流れや仕方が分かり積極的に行動す

る。 

● 友達と一緒に全身を使って様々な遊びを楽し

む。 

● 友達と一緒に好きな遊びをする。

● 積極的に戸外へ出て、春の自然や季節の変

化に興味をもつ。 

● 保育者や友達の話を聞いて、理解しようとす

る。 

● 自分がやりたいことや困っていることを、保育

者や友達に言葉で伝える。 

● 異年齢児の世話をしたり、一緒に遊んだりして

親しみをもつ。 

● 午睡の時間の過ごし方を考え、十分に体を休

めることの大切さを知る。 

◎ 年長になった喜びや自信を味わいながら、園

生活を楽しむ。 

◎ 積極的に戸外に出て、全身を使って遊び、春

の自然に触れる。 

◎ 友達と思いを伝え合いながら一緒に遊ぶ。生

活の流れや仕方が分かり、安心して過ごす。 

⻑時間保育 

無理のない活動内容を考える。 
◆ 物の置き場所が分かり、安心して自分から動き出すことができるように、所持品の置き場

☆
保
育
者
の
援
助 

★ 5 歳児になり張り切って⽣活する姿を⾒守るとともに、⽢える姿も受け⽌める。
★ 活動を通して⼀⼈⼀⼈との触れ合いを⼤切にし、信頼関係を育てていく。 
★ 幼児が困ったり不安になったりする姿が⾒られた時は、その気持ちに寄り添い、そっと

⼿助けをしたり、声を掛けたりして、安⼼して過ごせるようにする。 
★ ⽣活の流れの切り換えについて、幼児の様⼦を⾒ながら声掛けしたり、⼿助けしたりす

ることで、⾃分でできることは⾃分で⾏っていけるように援助し、幼児が⾃分でできた喜
びを味わえるようにする。 

☆ ⼀⼈⼀⼈の幼児の状況や⽣活リズムに合
わせた対応を⼼掛ける。 

☆ 預かり保育へ安⼼して移⾏できるように、
⼀⼈⼀⼈に合った丁寧な援助をする。 

☆ ⾃分の健康や体について関⼼をもち、⽣
活リズムや休息、⽔分補給の⼤切さに幼児
⾃⾝が気付き理解できるよう、援助する。

☆ ⼀⼈⼀⼈の⽣活を⾒守り、⾃分でできる

☆ 保育者が⼀緒に遊び、体を動かすことの

信頼関係を築き、情緒の安定を図る。

△
保
育
者
間
の
連
携 

▲ 申し送りの⽅法や連絡ノートの扱い⽅（記⼊の⽅法、回覧の⽅法など）について、年度
当初に保育者間で共通理解する。 

▲ それぞれの時間帯の⼀⼈⼀⼈の様⼦について情報交換する時間をもち、幼児の実態、よ
さ、課題などについて共通理解する。 

▲ 新年度には、保護者への伝達事項が多くなることが予想される。保育者は、保育にかか
わる役割と、保護者対応をする役割に分かれ、連携して対応する。 

△ 進級後、初めて預かり保育を利⽤する幼
児も多いので、移⾏時には、当⽇の預かり
保育担当者に密に申し送りをする。 

△ 進級して環境が変わるので、移⾏の⽅法
（幼児の⾝⽀度の仕⽅、保育者の動きな
ど）を、保育者間で共通にしておく。 

△ 個々の幼児の様⼦を把握し、時間設定
（午睡のもち⽅や移⾏時間など）について
保育者間で話し合う。 

□
保
護
者
と
の
連
携 

■ 保護者に、教育活動の様⼦を知らせる掲⽰板があることを知らせ、その掲⽰板を忘れず
に⾒ることを促す。 

□ 保護者が園に対して安⼼感をもてるよう
に、送迎時を利⽤して、教育活動時の様⼦
や預かり保育で楽しく過ごしている様⼦を
伝える。 

□ 保護者が園に対して安⼼感をもてるよ
うに、送迎時を利⽤して、教育活動での様
⼦や⻑時間保育で楽しく過ごしている様
⼦を伝える。 

□ 環境が変わり、不安を感じる保護者もい
るので、話を聞いて不安を受け⽌めたり、
園での様⼦を具体的に知らせたりする。 

□ 就学に向け、午睡をしない⽣活への移⾏
が円滑にできるように、家庭での⽣活リズ
ムや状況等を把握し、休⽇の午睡や⽣活リ
ズムについて保護者とともに考える。

預かり保育 ⻑時間保育 

ように援助をする。 

楽しさを共感する。 
☆ 一人一人の気持ちをしっかり受け止め、

（４）教育活動後の年間指導計画例（期ごと）

＜資料の見方＞

・ 「預かり保育」の列 

です。縦に見ます。 

※ 「預かり保育」は、 

日によって利用する 

子供が変わるという 

設定です。 

・ 「長時間保育」の 

列です。縦に見ます。

※ 「長時間保育」は、

毎日利用する子供が 

固定されているとい 

う設定です。 

・ 「保育者の援助」について記載し

ています。 

※ 「預かり保育」と「長時間保育」

の共通事項は、枠を一つにして、記

号を黒色で塗りつぶして記載してい

ます。 

  「環境構成」、「保育者間の連携」、

「保護者との連携」も同様です。 

・ 教育時間後

の「ねらい」

を 記 載 し て

います。 

・ 「保育者間の連

携」について示し

ています。教育活

動の担当者から、

教育時間後の担当

者への引継の留意

点等について記載

しています。 

・ 「保護者との連携」について

示しています。園生活と家庭生

活が連続していることを踏ま

え、情報の共有等の重要事項に

ついて記載しています。 

・ 子供が経験する内

容、活動等について記

載しています。 

・ 環境構成について

記載しています。 
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